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自閉症スペクトラムの方々の〈感情／

相貌認知障害〉や〈感情認知とコミュニ

ケーション表出の困難性〉については、

過去の連載で触れていますので、詳細に

ついては、それぞれ連載７と連載８をも

う一度確認して頂くことをお願いして、

今回は、その先にある「では、そのよう

な状況におかれた方々がどのようにして

その感情を、また、その置かれた状況を

伝えようとするのか？」について考えて

いきたいと思います。  

Ａ男さんは、何十枚という紙に同じ言

葉を書き連ねて職員に渡します。そこに

は「僕は、○○さんの頭を強く叩きまし

た。」とボールペンの強い筆圧で、紙一杯

に書き込んであります。何枚めくっても

同じ言葉です。そんな時に、そのままそ

の言葉を文字通り理解すれば、「いつ、そ

んなことをしたんですか！そんなことは

してはいけません！」となる話なのです

が、もちろん事はそう簡単ではありませ

ん。まず第一に、ここ数年の間は、○○

さんとは全くお付き合いのないＡ男さん

なので、○○さんの頭を叩けるはずがな

いからです。しかし、１０年という単位

で時間を遡れば、確かにＡ男さんは○○

さんの頭を強く叩いて、怪我をさせたこ

とがあります。  

①じゃあ、急に思い出したの？フラッ

シュバックってやつ？  

②いやいや、注意獲得行動で嘘をつい

ているんじゃないの？ただのお騒が

せ？  

③時間の概念に乏しいから、昨日の話

も５年前の話も、１０年前の話もご

っちゃ混ぜじゃないの？…等  

いろいろな行動理解の方法が浮かぶの

ですが、いずれも何十枚もの紙にこれを

書き連ねてきた彼の追い込まれた気持ち

を説明できるような迫力がありません。  

彼の何十枚もの紙束は、「何とかして伝

えたい」「誰か助けてくれ！」といった鬼

気迫るものを伝えてきます。  

そこで思いついたのが、感情を上手に

伝えられないＡ男さんが、なんとか今感

じている感情を伝えようとして、編み出

した方法が、「自分の人生経験の中で、今

感じている感情と同じような感情を感じ

たことがある事柄を一生懸命引っ張り出

してきて、その事柄を伝えることで、今

感じている感情を伝えようとしているの

ではないか？」ということでした。  

遠い昔、○○さんの頭を強く叩いたと

き、それはおそらく、「怒っていた」とか

「イライラしていた」という感情が沸き

起こっていた時と思われます。  

Ａ男さんには、その湧き上がってきて

いる感情が、「怒っている」のか「イライ

ラしている」のかは、自分でも、とても

解りづらいのでしょう。しかし、遠い昔

の感情と今の感情が、どうやら同じであ

ることはわかるのでしょう。「僕は、今怒

っている」ということなのです。  

さっそく、その行動理解の方法に沿っ

て情報収集をすると、答えはすぐに見つ

かりました。前回の帰省時に、Ａ男さん

は、服を何枚か破って捨てていて、それ

を強く父親に叱責されていることがわか

りました。そして、その服破りの原因は、

約束したドライブが果たされていないこ

とにあるようでした。服を破いた理由を

上手に説明できないまま叱責されたＡ男

さんは、そのどこへも持っていけない怒

りを、手紙という形で、何枚も何枚も、

同じような気持ちを感じただろう過去の

出来事を書き連ねることで、「助けてく

れ！」のサインとしたのでしょう。特に

障害の重い自閉症スペクトラムの方から、

感情を表現する形容詞（悲しい、辛い、

寂しい等）の発語を聞くことがほとんど

ないことが、自分の感情をどう扱ってい

いのかわからない彼らの特性を浮かび上

がらせますが、それは「感じていない」

「感じたことを伝えたいと思っていな

い」と同義ではないのです。事柄を想起

するのが得意な彼らは、その事柄と感情

とをくっつけることで、その感情を想起

する手段、伝達の手段としているのです。

つまり、それが伝わるか伝わらないかは、

受け取る側の課題ということになります。 


